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審 査 の 結 果 の 要 旨
　ジョルダン代数は古典的な代数であり，それ自身代数としての研究があったが，最近は内積を利用して，
ゼータタイプの関数等式との関係が見つかっており，この方面からも注目されている。頂点作用素代数はそ
れ自身，不変内積を自然に持ち，関数とも関係しているので，このジョルダン代数がグライス代数として頂
点作用素代数の中に現れることは，そのような頂点作用素代数が代数的に直接いろいろな関数等式を与える
可能性があり，非常に重要な意味を持っている。本研究では，2元符号を使って頂点作用素代数を構成して
おり，符号と関数等式などの関係も期待でき，重要な研究である。特に，2元符号の条件に不思議な関係式
がみられ，さらなる発展を予感させる結果である。また，非常に次元の高い空間の計算を 2元符号を使うこ
とによって見事に行っており，これまで次元の小さいところでは反例が見つかっていなかった部分代数予想
を否定的に解決したことは意味のある結果である。
　これらを総合的に判断して，博士論文として十分な価値があると判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有すると認める。
